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＜２０２２年度第８回幹事会報告＞ 

日時：２０２２年１１月１８日（金）午後３時半～４時半 場所：県労連事務所 

参加：安齋(新婦人)､今村(民医連)､清水(保育労)､服部(大津社保協)､八木(生健会)､山元(県労連) 

   田村(事務局) 

 

１． 報告事項 

民医連…介護保険改悪反対の取り組み（署名）を進めている。県下介護事業所に署名用紙を送付している。

法案の原案が出来上がるまでが山であると思っている。 

 県労連…自治体キャラバンは残り 3 市町となる。徐々にではあるが、給食の無償化や子供医療費助成の年齢

の引き上げなど、制度が進んでいることを実感している。 

 生健会…大津市生活福祉課へ行くと野洲市が作成したような生活保護のポスターが掲示してあった。マイナ

ンバーカードの啓発ポスターのうようにもっと掲示をするよう要請を思案中。 

保育労…全国国会請願行動に協力をお願いしたい。処遇改善で賃金は上がってはいるが物価高騰で無意味な

ものになっている。むしろマイナスの状況である。最近、保育の事故のニュースを多く目にする。そもそ

も職員不足で配置も少ないのが要因で負のスパイラルである。 

大津社保協…介護の小規模事業所が廃業に追い込まれている。コロナ初年度は多少の補填はあったが、現在

はない状況。これでいいのか。生活保護行政については、相談員が配置基準に 8 名足りない状況。コロナ

を理由に丁寧な訪問活動も行われなくなった。新規採用職員が生活保護担当となるケースなどもあり、市

に要望書を提出する予定。 

新婦人…県に子ども医療費無料化の請願を提出するが共産党以外は否決。国に対しての医療費無料化の署名

に取組む。彦根市では、現在、小学 3 年までが無料で、会が立ち上がる。学校給食無償化の運動む広がり

つつあり、米原市で会が立ち上がる。湖南市長が給食無償化の発言があり、注視している。 

 

２．検討事項 

 １）国保県単位化問題 

   この間、対応できず。 

 ２）自治体キャラバンに向けての提案型学習会 

  当日の任務分担 司会：安齋、受付：山元、開会閉会あいさつ：今村、講師対応：田村 

  当日の準備物 横断幕、感想文用紙、滋賀県社保協の紹介 

  参加状況が少ないことより、近畿社保協や県・市会議員に再度、呼びかけることを確認する。 

３）2022年度「介護・認知症なんでも無料電話相談」 

3件の相談。うち 2件は平和堂のチラシを見ての相談であった報告を受ける。 

４）地域社保協の結成に向けて 

  湖南市、近江八幡市を注視することを確認する。 

５）滋賀県立病院独法化問題 

11/14(月)の専門部会で「独立行政法人化せず、現経営形態のままで経営強化に取り組むべき」となった

ことの報告を受ける。 

６）県社保協総会の日程 

  2023年 3月 3日(金)18:30から実施することを確認する。場所は未定。 

 

 



３．日程  

 (1)11/25(金)県立病院事業庁・専門部会結果説明 13:30～14:30・滋賀県小児医療センター1F 研修室 

 (2)11/29(火)過労死等防止対策推進シンポジュウム 13:30～16:00・ピアザ淡海 

(3)12/03(土)少子化時代の自治体の役割！学習会 10:00～12:00・G-NET しが 

 

 

 

次回幹事会は 12月 23日（金） 

 

15時 30分から 場所 県労連 


